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宗
祖
に
於
け
る

「
観
心
」
の
意
義

―
―
本
尊
紗
の
生
仏
互
具
の
論
理
―
―

田

岳

一

宗
祖
の
観
心
義
を
理
解
す
る
に
当
っ
て
は
、
仏
と
衆
生
の
関
係
に
つ
い
て

一
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

宗
祖
の
教
学
は
、
単
に
教
理
理
論
を
学
問
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
現
実
に
存
在
す
る
末
法
の
我
等
凡
夫
が
如
何
に
し
て

成
仏
出
来
る
か
と
い
う
、
あ
く
ま
で
も
現
実
の
人
間
の
問
題
に
立
脚
し
て

「
信
」
を
勧
め
ら
れ
る
教
義
理
論
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
祖
書
を
拝
読
す
れ
ば
自
ら
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
っ
て
来
る
基
盤
は
、
宗
祖
の
法
華
経
に
対
す
る
絶
対
の
信

で
あ
り
、　
一
切
衆
生
に
こ
れ
を
教

へ
信
ぜ
じ
め
ん
と
す
る
大
慈
悲
心
の
発
露
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
と
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
我
々
が
帰
依
す
べ
き
仏
と
は
如
何
な
る
存
在
で
あ
る
か
と
い
う
に
、
宗
祖
は
教
主
釈
尊
に
対
し
て
は
、
全
遺
文
中
随
所
に
そ
の

尊
厳
性
、
乃
至
絶
対
性
を
強
調
さ
れ
、
こ
の
仏
に
対
し
て
全
面
的
に
信
順
す
べ
き
こ
と
を
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
そ
の
一
、
二
を
挙

げ
れ
ば
、
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宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義

大
覚
世
尊
此

一
切
衆
生
の
大
導
師
大
眼
目
大
橋
梁
大
船
師
大
福
田
等
な
り
。

（開
目
妙
七
五
〇
）

教
主
釈
尊
′、醜
舷
盤
三
惑
己
断
′
仏
也
。
又
十
方
世
界
ノ
国
主
、　
一
切
′
菩
薩
二
乗
人
天
等
′
主
君
也
。

（本
尊
抄
九
二
一こ

等
と
仰
せ
ら
れ
て
、
釈
尊
は
主
師
親
の
三
徳
を
具

へ
た
尊
高
な
る
仏
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
仏
は
、
単
に
教
主
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、

仏
と
申
は
三
界
の
国
主
大
梵
王
第
六
天
の
魔
王
帝
釈
日
月
転
輪
聖
王
諸
王
の
師
也
主
也
親
也
。
三
界
の
諸
王
は
皆
此
の
釈
迦
仏
よ
り
分

ち
給
て
諸
国
の
惚
領
別
領
の
主
と
な
し
給

へ
り
。

（神
国
王
御
書
〓
一一五
一こ

と
言
い
、
仏
の
上
に
唯

一
絶
対
者
的
性
格
を
見
て
お
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
仏
は
、
我
等
凡
夫
衆
生
よ
り
見
れ
ば
尊
貴
無
上
乃
至

絶
対
支
配
者
的
存
在
の
仏
で
あ

っ
て
、
到
底
我
等
凡
夫
の
近
寄
り
難
い
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
に
比
し
て
我
等
衆
生
は
不
浄
結
縛
の
凡
夫
身

に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
宗
祖
は
自
ら

日
蓮
今
生
に
は
貧
窮
下
賤
の
者
と
生
れ
旋
陀
羅
が
家
よ
り
出
た
り
。
心
こ
そ
す
こ
し
法
華
経
を
信
た
る
様
な
れ
ど
も
身
は
人
身
に
似
て

畜
身
也
。
魚
鳥
を
混
丸
し
て
赤
白
二
滞
と
せ
り
其
中
に
識
神
を
や
ど
す
。

（佐
渡
御
書
八
三
〇
）

と
仰
せ
ら
れ
、
又
、

我
等
尋
二
究

其
根
本
一父
母
精
血
赤
白
二
滞
和
合

為
■

身
一悪
根
本
不
浄
源
也
。
設
傾
一
テ
大
海
一洗
レ
之
不
レ
可
二
清
浄
¨
又
苦
果
依
身
探
ニ

見
ハ其
根
本
一自
二貪
瞑
疾
三
毒
一出
也
。
依
一
此
煩
悩
苦
果
二
道
一構
レ
業
此
業
道
是
結
縛
法
也
。

（始
聞
仏
乗
義
一
七
〓
し

と
も
言

っ
て
、
我
等
の
凡
夫
性
を
強
調
さ
れ
、
し
た
が

っ
て
我
等
衆
生
は

無
始
已
来
沈
二輪
生
死
苦
底
・仏
道
の
彼
岸
を
夢
に
も
不
ンシ知
ラ
衆
生
　
（教
行
証
御
書

一
〓
一
こ

な
の
で
あ

っ
て
、
救
は
れ
難
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
。

よ

っ
て
、　
一
念
三
千
、
生
仏
互
具
を
論
ず
る
に
も
、
我
等
凡
夫
の
立
場
よ
り
す
れ
ば
、
か
か
る
三
毒
強
盛
、
結
縛
の
我
等
の
劣
心
に
、
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無
上
尊
貴
の
仏
法
界
を
具
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
到
底
信
じ
難
い
と
い
う
の
が
宗
祖
の
考
方
で
あ
る
。
こ
れ
を
示
し
て
本
尊
抄
で
は

再
三
く
り
返
し
、
ま
づ
、

我
等
劣
心
具
二
仏
界
一難
レ
取
レ
信
者
也
。

（九
三
一
じ

と
述
べ
、
次
い
で
具
体
的
に
釈
尊
の
仏
徳
を
称

へ
た
後
、

如
ン
是
仏
陀
以
ン
何
我
等
凡
夫
之
令
レ
住
二
己
心
一乎
。

（九
二
一こ

と
言
い
、
続
い
て
釈
尊
の
述
、
本
二
門
に
於
け
る
自
行
の
因
果
、
化
他
の
能
所
の
徳
を
挙
げ
て
、

此
等
皆
我

一
念
十
界
欺
已
心
三
千
敗
。
雖
ン
為
二
仏
説
一不
レ
可
ン
信
レ
之
。
　

（九
二
四
）

等
と
、
生
仏
互
具
の
難
信
な
る
旨
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
仏
陀
観
乃
至
凡
夫
観
の
結
果
、
我
等
は
到
底
仏
と
は
縁
の
遠
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
至

っ
て
常
識
的
な
観
点

よ

り

す

れ

ば
、　
一
念
三
千
の
理
に
よ
っ
て
、
我
等
の
苦
果
の
依
身
の
己
心
に
も
、
本
来
仏
法
界
が
具

っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
、
大
い
な
る
驚
き
で

あ
り
感
激
で
あ
る
。
上
出
の

「
始
聞
仏
乗
義
」
の
末
文
に
は

末
代

凡
夫
聞
二
此
法
門
一唯
我

一
人
非
二
成
仏
一父
母
又
即
身
成
仏
。
　
　
２

七

〓
こ

と
言
い
、
開
目
抄
に
は

但
天
台
の

一
念
三
千
こ
そ
仏
に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ

（八
一
九
）

と
も
仰
せ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
我
等
衆
生
は
到
底
仏
道
の
彼
岸
な
ど
夢
に
も
知
ら
ざ
る
底
下
の
凡
夫
で
あ
れ
ば
こ
そ
、　
一
念
三
千
の
極
理

は
唯

一
条
の
光
明
で
あ
り
、
よ

っ
て
そ
の
希
有
性
が
高
揚
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

二

宗
祖
に
於
け
る

「
観
心
」
の
意
義
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宗
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か
く
て
生
仏
互
具
、
衆
生
成
仏
の
原
理
と
し
て
の

「
一
念
三
千
」
に
は
重
要
な
意
味
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
よ

っ
て
宗
祖
は

一
念
三
千

に
つ
い
て
は
種
々
に
そ
の
貴
重
性
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
今
少
し
そ
の
表
現
を
拾

っ
て
み
る
と
、

一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
竜
樹
天
親
知
て
し
か
も
い
ま
だ
ひ
ろ
い
い
だ
さ
ず
但
我
が

天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け
り
。

（開
目
妙
七
五
こ

天
台
智
者
大
師
教
門
に
は
五
時
四
教
を
立
て
て
上
五
百
余
年
の
学
者
の
教
相
を
や
ぶ
り
、
観
門
に
は

一
念
三
千
の
法
門
を
さ
と
り
て
始

法
華
経
の
理
を
得
た
り
。

（聖
密
房
御
書

Ｉ
ハ
六
〇
）

天
台
大
師
の
始
て
立
て
給

へ
る

一
念
三
千
の
法
門
は
仏
の
父
仏
の
母
な
る
べ
し
。
　

（同
エ
ハ
六
こ

等
と
言
い
、　
一
念
三
千
の
法
門
は
、
天
台
大
師
独
発
の
法
門
に
し
て
法
華
経
の
極
理
で
あ
り
、
仏
を
出
生
す
る
理
法
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
そ
し
て

一
念
三
千
は
希
有
の
法
門
な
る
こ
と
を
強
調
し
、

二
乗
作
仏
久
遠
実
成
は
法
華
経
の
肝
要
に
し
て
諸
経
に
対
す
れ
ば
奇
た
り
と
言

へ
ど
も
、
法
華
経
の
中
に
て
は
い
ま
だ
奇
妙
な
ら
ず
。

一
念
三
千
と
申
す
法
門
こ
そ
奇
が
中
の
奇
妙
が
中
の
妙
に
て
、
華
厳
大
日
経
等
に
分
絶
た
る
の
み
な
ら
ず
、
八
宗
の
祖
師
の
中
に
も
真

言
等
の
七
宗
の
人
師
名
を
だ
に
も
し
ら
ず
、
天
竺
の
大
論
師
竜
樹
菩
薩
天
親
菩
薩
は
内
に
は
珠
を
含

外
に
は
書
き
あ
ら
は
じ
給

は

ざ

り
し
法
門
也
。

（小
乗
大
乗
分
別
妙
一
〇
〇
二
）

と
仰
せ
ら
れ
、　
一
念
三
千
は
奇
に
し
て
妙
な
る
法
門
な
り
と
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
こ
ゝ
で
は

「
珠
」
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か

宗
祖
は
、

「
玉
」

（開
目
抄
八
一
九
）

「
重
宝
」

（本
尊
抄
九
二
九
）

「
珠
」

（本
尊
抄
九
二
六
・
九
四
九
）

「
仏
種
」

（本
尊
抄
九
二
八
）

「
仏

に
な
る
道
」

（開
目
抄
八
一
九
）

「
極
理
」

（教
行
証
御
書

一
〇
二
こ
　
「
妙
覚
の
功
徳
」

（曽
谷
抄
Ｉ
ハ
五
四
）

「
天
台
大

師

の
さ

と
り
」

（四
条
書

一
四
四
五
）
等
々
の
表
現
を
用
い
て
、　
一
念
三
千
の
貴
重
性
を
力
説
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
こ
ゝ
で

一
言
す
べ
き
こ
と
は
、　
一
念
三
千
は
、
宗
祖
の
指
摘
さ
れ
し
如
く
、
天
台
大
師
の
創
唱
さ
れ
た
法
門
で
あ
り
、
し
た
が

っ



て
宗
祖
は
常
に

「
天
台
の

一
念
三
千
」
な
る
語
で
呼
ん
で
お
ら
れ
る
。
し
か
し
天
台
の

一
念
三
千
と
宗
祖
所
用
の

一
念
三
千
と
で
は
、
自

ら
そ
の
内
容
が
異
る
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
天
台
が

一
念
三
千
を
立
て
る
理
由
は
、
我
等
の

一
念
が
即
三
諦
円
融
の
理

な
る
こ
と
を
観
照
せ
ん
が
為
で
あ
り
、　
一
念
即
三
千
の
故
に
、
高
い
仏
法
界
、
広
い
衆
生
界
を
観
ず
る
の
要
は
な
く
、
行
者
己
心
の

一
念

を
観
ず
れ
ば
足
り
る
。
こ
の
己
心
を
観
ず
る
た
め
の
原
理
と
し
て
三
千
の
法
数
を
立
て
る
の
が
天
台
の

一
念
三
千
で
あ
る
。

し
か
る
に
宗
祖
が

一
念
三
千
を
立
て
ら
れ
る
場
合
、

一
念
三
千

観
法
に
二

あ
り

一　

理
二
　
事
な
り
。
天
台
伝
教
等
の
御
時
に
は
理
也
今
は
事
也
。
　

（治
病
抄
二
一
〇
一こ

像
法

中

末

観
音
薬
王
示
二
現

南
岳
天
台
等
・以
二
述
門
一為
ン
面

以
二本
門
一為
ン
裏

百
界
千
如

一
念

三
千

尽
・一
其

義
一但

論
二
理

具
・ξ
。
（本
尊
妙
九
四
七
）

等
と
仰
せ
ら
れ
、
天
台
の
そ
れ
は
述
門
を
正
意
と
し
て
理
具
を
論
ず
る
と
こ
ろ
の

一
念
三
千
な
る
旨
を
示
し
、
こ
の
天
台
依
用
の
理
具
の

一
念
三
千
に
対
し
て
、
わ不
祖
が
己
証
し
依
用
さ
れ
る

一
念
三
千
は
、述
門
理
具
の
三
千
に
非
ず
し
て

「
本
門
の

一
念
三
千
」

（治
病
抄
二
一
〇

三
）
で
あ
り
、

開
目
抄
、

本
尊
抄
等
主
要
の
御
書
中
に
顕
説
さ
れ
る

「
久
遠
実
成
の
事
の

一
念
三
千
」
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
宗
祖
独
発
依
用
の

一
念
三
千
に
つ
い
て
概
説
す
る
と
、
そ
の
根
幹
を
な
す
も
の
は
、
生
仏
互
具
、
即
ち
衆
生
と
仏
、
乃
至
所
居

の
国
上
の
互
具
を
論
ず
る
に
あ
る
と
言

へ
る
。
こ
の
こ
と
を
宗
祖
は
、

一
念
三
千
は
十
界
互
具
よ
り
こ
と
は
じ
ま
れ
り
。

（開
目
抄
七
五
こ

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
こ
と
の

一
念
三
千
と
言
う
の
は
、

述
門
方
便
品
は

一
念
三
千
二
乗
作
仏
を
説
て
雨
前
二
種
の
失

一　
を
脱

た
り
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
い
ま
だ
発
述
顕
本
せ
ざ
れ
ば
ま
こ

と
の

一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
。
水
中
の
月
を
見
る
が
ご
と
し
根
な
し
草
の
波

上
に
浮
る
に
に
た
り
。
本

門

に
至
り
て
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
雨
前
述
門
の
十
界
の
因
果
を

宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義
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宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義

打
や
ぶ
り
て
本
門

十
界
の
因
果
を
と
き
顕
す
。
此

即
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界

に
備

て
、
真

十
界
互
具
百
界
千
如

一
念
三
千
な
る
べ
し

（開
目
砂
七
六
五
）

と
仰
せ
ら
れ
、
法
華
経
本
門
に
お
い
て
開
顕
さ
れ
た
久
遠
成
道
の
無
始
の
仏
界
と
、
滅
後
唱
導
の
為
に
召
し
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
久
遠
本

替
属
の
無
始
の
九
界
上
行
と
、
そ
の
所
居
の
国
土
た
る
本
時
の
娑
婆
の
互
具
に
よ
る
三
千
が
、
真
の
三
千
で
あ
る
と
言
は
れ
る
も
の
な
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
又
、

一
念
三
千
と
申

事
は
述
門
に
す
ら
な
を
許
さ
れ
ず
何

況

雨
前
に
分
た
へ
た
る
事
な
り
。

一
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
之
十
如

実

相

な
れ
ど
も
義
分
は
本
門
に
限

。

（十
章
抄
六
七
五
）

と
も
仰
せ
ら
れ
、
同
じ
く

正
し
く
久
遠
実
成
の

一
念
三
千
の
法
門
は
、
前
四
味
並
に
法
華
経

述
門
十
四
品
ま
で
秘
め
さ
せ
給

て
有

し
が
、
本
門
正
宗
に
至

て

寿
量
品
に
説

顕
し
給

へ
り
。
　

（太
田
銹
一
七
二
一
し

等
と
仰
せ
ら
れ
、　
一
念
三
千
の
立
処
は
、
本
門
に
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
尊
抄
で
は

一
念
三
千
の
法
体
を
示
し
、

今
本
時

娑
婆
世
界

離
■
一災
一出
二
四
劫
一常
住

浄
土
　
仏
既

過
去
　
不
レ
滅

未
来
　
不
ン
生

所
化
以

同
体
　
此

即
己
心

〓
一千
具

足
三
種
′世
間
也
。
述
門
十
四
品
二未
¨
説
ゅ
之
フ於
一
モ法
花
経
ノ内
一時
機
未
熟
ナ
ル故
欺
。

（九
四
〇
）

と
言
い
、
常
住
の
浄
土
と
、
常
住
の
本
仏
、
本
化
の
互
具
に
よ
る
事
具
の
三
千
は
、
述
門
十
四
品
に
は
未
だ
明
か
さ
ず
、
た
ゞ
本
門
に
の

み
こ
れ
を
明
す
と
言

っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
こ
の
本
門
の

一
念
三
千
が
衆
生
成
仏
の
仏
種
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

諸

大
乗
経
に
は
成
仏
往
生
を
ゆ
る
す
よ
う
な
れ
ど
も
或

改
転
の
成
仏

　

一
念
三
千
の
成
仏
に
あ
ら
ざ
れ
ば
有
名
無
実
の
成
仏

往

生

な
り
。
　

（開
目
抄
八
〇
四
）
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と
言
い
、
又

非
輩

一
念
三
千
′
仏
種
一者
有
情
ノ
成
仏
木
画
二
像
之
本
尊
ハ有
名
無
実
也
“

（本
尊
砂
九
一一一八
）

と
述
べ
て
、
我
等
凡
夫
の
成
仏
は
言
う
に
及
ば
ず
、
木
画
二
像
の
本
尊
を
し
て
本
尊
た
ら
し
め
る
原
理
は
、　
一
念
三
千
の
仏
種
に
限
る
こ

と
を
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
仏
種
た
る

一
念
三
千
と
は
、
天
台
所
用
の
理
具
三
千
で
は
な
く
、
宗
祖
の
用
い
ら
れ
る
本
門
事
具

の
三
千
に
他
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
理
具
の
三
千
は
無
常
の
十
界
互
具
に
よ
る
三
千
で
あ

っ
て
未
だ
真
実
の
三
千
で
は
な
く
、
本
門

所
詮
の
久
遠
実
成
の
三
千
こ
そ
常
住
の
十
界
互
具
真
実
の

一
念
三
千
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
本
尊
抄
に
お
け
る

一
念
三
千
の
構
成
で
あ
る
が
、
当
抄
に
顕
説
さ
れ
て
い
る
三
千
は
、
本
門
事
具
の
三
千
で
あ
る
こ
と
は
言
う
を

候
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
開
目
抄
に
お
い
て
、
既
に
、
真
の
十
界
互
具
百
界
千
如

一
念
三
千
は
、
本
門
本
因
本
果
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
と
こ
ろ
の
三
千
な
る
旨
が
詳
説
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が

っ
て
当
抄
に
お
い
て
は
、
始
め
よ
り
事
具
三
千
を
説
く
の
で
あ
る
。
今
そ
の
大

要
を
見
る
に
、
九
界
所
具
の
経
文
に
は
方
便
品
の

「
欲
令
衆
生
開
仏
知
見
」
の
文
を
引
い
て
九
界
所
具
の
仏
界
の
証
文
と
な
し
、
仏
界
所

具
の
経
文
に
は
、
寿
量
品
の

「
如
是
我
実
成
仏
己
来
甚
大
久
遠
、
寿
命
無
量
阿
僧
祗
劫
常
住
不
滅
。
諸
善
男
子
我
本
行
菩
薩

道

所

成

寿

命
、
今
猶
未
尽
復
倍
上
数
」
の
経
文
を
引
い
て
仏
界
所
具
の
九
界
の
証
文
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
第

十
仏
界
は
言
う
ま
で
も
な
く
久
遠
成
道
の
常
住
の
仏
界
で
あ
り
、
こ
の
仏
界
に
互
具
す
る
九
界
も
、
当
然
常
住
の
九
界
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
次
下
に
己
々
の
十
界
を
示
す
経
文
に
、
菩
薩
界
を
示
す
文
に
神
力
品
の

「
地
涌
千
界
乃
至
真
浄
大
法
」
の
文
を
引
い
て
、

菩
薩
界
が
地
涌
の
菩
薩
な
る
こ
と
を
示
し
、
仏
界
の
証
文
に

「
或
説
己
身
或
説
他
身
」
の
文
を
引
用
し
て
、
同
じ
く
本
門
久
成
の
仏
界
な

る
こ
と
を
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
尊
抄
に
お
け
る

一
念
三
千
は
、
始
中
終
事
具
三
千
な
る
こ
と
、
在
文
明
白
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
門
祖
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

正
像
外
宜
の
辺
の
述
門
流
通
の
天
台
の
止
観
と
云
ふ
辺
は
理
具
三
千
な
り
。
此
の

一
筋
を
ば
観
心
本
尊
抄
に
引
証
し
た
ま

は
ざ

る

な

宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義
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宗
祖
に
於
け
る
」
観
心
」
の
意
義

り
。
正
像
内
鑑
密
本
の
本
門
流
通
の
止
観
な
り
と
云
ふ
辺
は
事
具
三
千
な
り
。
此
を
観
心
本
尊
抄
に
移
し
た
ま
へ
り
。
初
の
止
の
五
、

終
り
の
弘
の
五
の
本
末
の
中
間
に
経
の
本
因
本
果
の
十
界
互
具
の
文
を
挙
げ
、
次
下
に
今
本
時
娑
婆
世
界
と
云
ふ
よ
り
己
心
′
〓
一
千

具

足
三
種

世
間
也
と
云
ふ
ま
で
に
之
を
判
じ
一ギ
。
　

（宗
要
集
五
巻
二
一
し

と
仰
せ
ら
れ
、
本
尊
抄
の
三
千
は
、
事
具
に
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
ゝ
で
門
祖
の
本
尊
抄
に
対
す
る
御
文
段
を
拝
す
る
に
、
総
題
は

「
久
遠
本
覚
独
尊
三
界
慈
父
釈
尊
常
住
不
退
滅
後
末
法
悪
人
下
種
本

門
易
行
観
心
本
尊
」
と
科
せ
ら
れ
、
大
に
分
て
三
段
と
為
し
、　
一
念
三
千
を
説
く
部
分
を

「
本
門
惣
名
所
摂
理
具

一
念
三
千
」
と
科
せ
ら

れ
、
本
尊
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
説
く
部
分
に
は

「
末
法
相
応
本
門
事
行
観
心
能
摂
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
科
せ
ら
れ
、
総
結
の
文
に
は

「
惣
以
理
具
三
千
摂
惣
持
妙
法
蓮
華
経
為
末
法
下
種
正
行
」
と
科
文
さ
れ
て
い
る
。
こ
ゝ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
門
祖
は
抄
中
に
説
く

と
こ
ろ
の
事
具

一
念
三
千
を
以

っ
て

「
理
具

一
念
三
千
」
と
称
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
株
橋
教
授
が

『
観
心

本
尊
抄
講
義
』

（上
巻
八
八
）
に
お
い
て
示
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
門
祖
は
総
名
妙
法
蓮
華
経
を

「
事
具
三
千
」
と
言
い
、
所
摂

た
る
別
体
の

一
念
三
千

（事
具
）
に
対
し
て
は

「
理
具

一
念
三
千
」
と
言

っ
て
お
ら
れ
る
。
即
ち
事
具
は

「
能
具
」
の
謂
で
あ
り
、
理
具

は

「
所
具
」
の
意
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ

っ
て
、
理
具

一
念
三
千
と
あ

っ
て
も
、
直
に
天
台
の

一
念
三
千
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
こ

と
を
教
示
さ
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ

一
念
三
千
は
仏
能
覚
の
理
法
に
他
な
ら
ず
、
し
た
が

っ
て
、
月
氏
の
釈
尊
、
震
旦
の
智
者
大
師
、
日

域
の
伝
教
の
三
聖
人
の
み
に
よ
っ
て
覚
知
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
正
法
で
あ
り
、
我
等
凡
夫
の
遠
く
窺
い
知
る
こ
と
の
出
来
な
い
と
こ
ろ
の
難

信
難
解
の
妙
理
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
具
三
千
が

一
切
衆
生
成
仏
の

「
仏
の
種
子
」
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
事
具
三
千
な
る
も
の
は
、
宗
祖
が
、
天
台
所
立
の

一
念
三
千
論
の
上
に
、
更
に
法
華
経
本
門
の
信
解
に
立
脚
し
て
建

立
さ
れ
た
も
の
で
、
宗
祖
の
独
発
、
己
証
の
法
門
と
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
、

此
経
に
は
二
十
の
大
事
あ
り
就
ン
中
五
百
塵
点
顕
本
の
寿
量
に
何
な
る
事
を
説
キ
給

へ
る
か
と
人
人
は
思
召
し
候
。
如
一
我
等
一
凡
夫
無
始
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己
来
沈
二輸
　
生
死

苦
底
一仏
道
の
彼
岸
を
夢
に
も
不
レ
知

衆
生
界

無
作
本
覚
の
三
身
と
成
し
実
に
説
三

念
三
千

極
理
・な
ん
ど
浅

深
を
可
レ
立
ッ
。
但
し
公
場
な
ら
ば
可
¨
然
ル私
に
不
レ
可
二
問
註
∵

撻
シヵ
に
此
法
門
は
如
一
我
等
・ヵ者
ハ毎
レ
人
毎
レ
座
毎
ン
日
談
ず
べ
く
ん
ば
、

三
世
諸
仏
の
御
罰
を
蒙
る
べ
き
也
。
日
蓮
己
証
な
り
と
常
に
申
せ
し
是
也
。

（教
行
証
御
書
一
〓
〓
）

と
仰
せ
ら
れ
、
事
具

一
念
三
千
の
法
門
は
宗
祖
の
己
証
に
し
て
、
軽
々
し
く
口
外
す
べ
か
ら
ざ
る
最
重
要
法
門
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
宗
祖
が
こ
の
事
具
三
千
を
己
証
さ
れ
た
の
は
、
本
化
な
る
が
故
で
あ
る
。
即
ち

天
台
大
師

玄
文
止
観
に
秘
せ
ん
と
思
召
し
か
ど
も
末
代
の
為
に
や
止
観
十
章
第
七
正
観
の
章
に
至

て
粗
書

せ
給

た
り
し
か
ど
も
薄

葉
に
釈
を
設

て
さ
て
止

給
ぬ
。
但
示
二
理
観

一
分
一事
の
三
千
を
ば
掛
酌
し
給
。
彼

天
台
大
師
は
述
化
の
衆
也
。
此
日
蓮
は
、
本

化
の
一
分
な
れ
ば
盛
に
本
門
の
事
の
分
を
弘
む
べ
し
。

（大
田
抄
一
七
二
一こ

と
言
わ
れ
、
宗
祖
所
弘
の
事
の
三
千
の
妙
法
蓮
華
経
は
、
本
化
大
士
の
得
分
な
る
旨
を
明
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
宗
祖
妙
解
の
本
門
事
具
の

一
念
三
千
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
通
観
し
た
。
そ
こ
で
次
に
我
等
行
者
の
得
分
で
あ
る

「
観
心
」

の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
ゝ
す
る
。

三

本
尊
抄
は
そ
の
題
号
が
示
す
如
く
、
末
法
に
始
め
て
広
く
弘
通
す
べ
き
本
門
の
観
心
と
、
そ
の
観
心
の
対
境
た
る
本
尊
の
南
無
妙
法
蓮

華
経
を
説
顕
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
こ
と
は
宗
祖
出
世
の
本
懐
に
し
て
、
自
ら
当
身
の
大
事
と
仰
せ
ら
れ
る
由
縁
の
も
の

な
の
で
あ
る
。

さ
て
本
抄
の
構
成
を
見
る
に
、
ま
づ

一
念
三
千
の
出
処
を
示
し
、
次
い
で
観
心
の
意
義
を
示
し
て
、

観
心

者
観
二
我

己
心
一見
二十
法
界
一是

一ξ
観
心
・也
。
　

（九
二
〇
）

宗
祖
に
於
け
る
「観
心
」
の
意
義
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宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義

と
定
義
し
、
観
心
と
は
我
等
己
心
の
上
に
十
法
界
を
見
る
こ
と
で
、
即
ち
己
心
に
仏
法
界
を
観
知
す
べ
き
こ
と
を
言
ふ
の
で
あ
る
。
た
ゞ

こ
の
文
の
み
拝
見
す
る
と
、
天
台
の
理
観
と
同
じ
く
、
己
心
所
具
の
仏
界
を
観
照
す
る
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
次

に
続
く
語
旬
の
意
味
を
解
す
れ
ば
、
決
し
て
行
者
自
力
の
観
心
で
は
な
く
、
法
華
経
並
に
天
台
所
述
の
明
鏡
に
よ
っ
て
信
知
せ
し
め
ら
れ

る
経
力
の
観
心
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

ハ
　
　
シ
　
　
モ
　
　
ル
ト
　
　
　
　
′
　
　
　
　
フ
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
′
　
　
　
　
ラ
　
　
フ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
ル
カ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
ニ
　
　
モ
　
　
ス
ト
　
　
　
　
　
　
ニ

警

如
下
雖
レ
見
二
他
人

エハ
根
一末
レ
見
二
自
面

六
根
・向
二
明
鏡
・之
時
始

見
申
自
具

六
根
一　
設

諸
経
之
中

所
々

雖
レ
載
〓
六
道
並

四
聖
一　
不
ン
見
二
法
華
経
並

天
台
大
師
所
述

摩
訂
止
観

明
鏡
・不
ン
知
二
自
具

十
界
百
界
千
如

一
念
三
千
一也
。

（九
二
〇
）

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
意
味
か
ら
し
て
我
が
己
心
を
観
ず
と
い
う
こ
と
は
、
法
華
経
並
に
天
台
の
明
鏡
を
信
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
以

下

一
念
三
千
を
詳
説
し
、
結
局
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
信
行
受
持
す
る
者
の
み
が
、
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
功
徳
の
全
体
を
受
得
し
て
、

己
心
に
仏
界
を
具
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。
か
く
し
て
見
れ
ば
、
己
心
を
観
ず
る
と
言
う
こ
と
は
、
妙
法
蓮

華
経
の
信
心
に
よ

っ
て
自
然
に
我
が
己
心
に
仏
法
界
が
具
る
こ
と
を
信
知
す
る
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
自
力
の
観
心
で
は
な
い
。
こ
の
よ

う
に
、
妙
法
蓮
華
経
の
体
内
に
仏
法
界
の
功
徳
即
ち

一
念
三
千
が
具
足
す
る
こ
と
を
信
ぜ
じ
め
、
妙
法
五
字
を
受
持
せ
し
め
ん
と
す
る
の

が
本
抄
の
目
的
で
あ
る
。

し
か
し
て
こ
の
妙
法
蓮
華
経
の
信
心
に
導
入
す
る
た
め
に
、　
一
念
三
千
を
示
し
、
こ
の

一
念
三
千
は
生
仏
互
具
に
よ
る
仏
の
悟
で
あ
る

が
、
我
等
凡
夫
に
於
て
は
到
底
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
即
ち
、

但

所
ン
難
ン
会

上

教
主
釈
尊
等

大
難
也
。
此
事

仏
遮
会
　
一ム

己
今
当
説
難
信
難
解

次
下

六
難
九
易
是
也
。
天
台
大
師

云

一
一門

悉

与
Ｌ
日
反
　
難
ン
信

難
ン
解

当
ン
鉾

難
事
。　
章
安
大
師

云

仏
将
ン
此

為
二
大
事
・何

可
レ
得
ン
易
レ
　
解

耶
。
伝
教
大
師

云

此

法
華
経

最
為

難
信
難
解
　
随
自
意

故

等
ξ
。
　

（九
一量
Ｃ

等
と
て
、
法
華
経
並
に
天
台
、
章
安
、
伝
教
の
釈
を
引
用
さ
れ
て
、
我
等
凡
夫
の
己
心
に
、
尊
高
な
る
釈
尊
を
具
足
す
る
こ
と
の
難
信
な

―… 10 -―



る
旨
を
重
説
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
経
釈
を
出
し
て
、
生
仏
互
具

一
念
三
千
の
法
門
は
難
信
難
解
の
正
法
な
る
こ
と
を
称
歎
し
、
こ

の
正
法
は
、
内
典
の
聖
人
た
る
釈
尊
、
天
台
、
伝
教
の
二
人
の
み
が
よ
く
覚
知
し
給
う
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
我
等
凡
人
の
智
力
の
遠
く
及

ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
言
う
。
か
ゝ
る
考
方
は
、
既
に
開
目
抄
に
も
顕
わ
れ
て
お
り
、

此
の

一
念
三
千
も
我
等

一
分
の
慧
解
も
な
し
。

（八
一
九
）

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
基
を

一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
こ
の
難
信
で
あ
る
生
仏
互
具
、
即
ち
我
等
凡
夫
の
己
心
に
、
仏
界
の
釈
尊
を
具
す
と
い
う
こ
と
を
、
如
何
に
会
通
す
べ
き

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
会
通
釈
と
し
て

「
但

遮
二
初

大
難
・者
」
以
下
、
無
量
義
経
と
普
賢
経
の
文
を
引
い
て
こ
れ
に
答

え
ら
れ
る
。
今
そ
の
文
を
出
せ
ば
、

但

遮
一
ハ初

大
難
一者
、
元
量
義
経

．云

讐

如
ｚ
国
王

夫
人

新

一生
一
王
子
■

若

ハ
一
日
若

ハニ
日
若

ハ至
三
七
日
一若

ハ
一
月
若

ハ二

月
若
　
至
二
七
月
一若

　
一
歳
若
　
一
一歳
若
　
至
二
七
歳
一雖
四
復
不
ラ
能

領
二
理
　
国
事
一、
已

為
三
臣
民

之

所
Ｌ
小
敬
一諸

大
王

子
以

為
一
伴
侶
一
、
王
及
夫
人
愛
心
偏
．重タ
シ
テ
常
．興
共
．五
％
ン
所
以

者
何

以
一
ノ
稚
小

フ̈
故
二電
フガ
善
男
子
是

持
経
者

亦
復
如
ン
是

諸
仏

国
王

′
　
　
ノ
　
　
　
　
ト
　
　
　
シ
テ
　
　
ニ
　
　
ズ
　
　
′
　
　
　
　
ノ
み
こ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
■
フ
　
　
ノ
　
　
フ
　
　
シ
ハ
　
　
　
　
　
　
シ
ハ
　
　
　
　
　
　
シ
ハ
　
　
　
　
　
　
シ
ハ
　
　
　
　
　
　
シ
ハ
　
　
　
　
シ
ハ
　
　
　
　
シ
ハ

是

経

夫
人

和
合

共

生
二
是

菩
薩

子
一、
若
菩
薩
得
ン
間
二
是

経
一若
　
一
句
若
　
一
掲
若
　
一
転
若
　
一
一転
若
　
十
若
　
百
若

千
若
　
万
若
　
億
万
恒
河
沙
光
量
無
数
転
、
雖
四
復
不
ラ
能
レ
体
二
真
理

極
一乃
至
己

為
■

切

四
衆
八
部

所
Ｌ
不
仰
一諸

大
菩
薩

以

為
二替
属
一乃
至
常

為
三
諸
仏

之
所
二
護
念
肇
い愛
偏

覆

　

以
二
新
学
一　
故
　
等
ξ

（九
一一一七
）

の
文
で
あ
る
。
こ
の
経
文
の
意
味
は
、
諸
仏
の
国
王
た
る
釈
尊
と
、
夫
人
た
る
是
の
経
即
ち
法
華
経
の
実
相
と
に
よ
っ
て
、
菩
薩
の
子
が

生
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
菩
薩
の
子
は
、
将
来
国
王
即
ち
仏
と
な
る

「
仏
子
」
で
あ
る
。
こ
の
仏
子
は
、
自
ら
仏
の
子
で
あ
る
と
は
知
ら

ざ
れ
ど
も
、
本
来
仏
の
子
で
あ
る
こ
と
に
は
相
違
な
い
。
こ
の
点
よ
り
す
れ
ば
本
来
本
具
の
三
千
で
あ
る
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
菩

薩
の
子
と
言
う
の
は
、
是
の
経
を
聞
く
こ
と
を
得
て
、
若
し
は

一
転
乃
至
無
量
無
数
転
す
る
と
こ
ろ
の
持
経
者
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義

― - 11 -



宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義

そ
し
て
こ
の
持
経
者
は
、
稚
少
に
し
て
新
学
な
る
者
で
あ
っ
て
、
未
だ
真
理
の
極
即
ち

一
念
三
千
を
体
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
者
な
の
で

あ
る
。
し
か
し
乍
ら
こ
の
新
学
な
る
者
は
仏
子
た
る
に
よ
っ
て
、
諸
仏
の
護
念
と
慈
愛
を
蒙
る
の
で
あ
る
。

さ
て
か
ゝ
る
父
母
子
の
関
係
を
考
え
る
に
、
父
母
は
当
然
仏
と
経
で
あ
り
、
子
は
是
の
経
の
持
経
者
で
あ
る
か
ら
、
大
乗
の
経
た
る
妙

法
蓮
華
経
を
受
持
す
る
者
の
こ
と
で
、
こ
の
持
経
者
は
即
ち
、
知
ら
ず
し
て
仏
子
と
な
り
、
父
た
る
釈
尊
と
互
具
す
る
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
教
主
釈
尊
等
の
大
難
は
、
真
理
の
極
を
体
せ
ず
と
雖
も
、
是
の
経
を
受
持
す
る
者
は
仏
子
で
あ
り
、
父
子
の
義
を
成
じ
て
、
上

の
難
問
に
答
え
た
。

門
祖
は
こ
の
箇
所
に

「
無
量
義
経
ノ
文
ハ
、
父
母
子
和
合
ノ
三
千
ヲ
以
テ
有
情
ノ
仏
種
子
ナ
ル
コ
ト
ヲ
顕
ス
」
と
科
せ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
是
の
経
の
持
経
者
は
何
故
に
仏
子
た
る
菩
薩
の
子
と
な
り
得
る
や
と
言
う
に
、
是
の
大
乗
経
典
即
ち
妙
法
蓮
華
経
は
諸
仏
の
宝
蔵

で
あ
り
眼
目
な
る
故
で
、
こ
の
こ
と
を
普
賢
経
の
文
を
引
い
て
示
し
、

普
賢
経
．̈云
ク
此
大
乗
経
典
ハ諸
仏
′宝
蔵
十
方
三
世
′諸
仏
′
眼
ロ
サリ
乃
至
出
二生
ス
ル三
世
′諸
′如
来
一種
けり
　
乃
至
汝
行
一
テ大
乗
）不
¨
断
】

仏
種
・等
子
。
又
云

此
方
等
経

是

諸
仏

眼
　
諸
仏
因
レ
是

得
レ
具
二
　
五
眼
一、仏
三
種

身

従
二方
等
一生
。
是

大
法
印
　
印
二
涅
槃

海
・如
レ
是

海
中
　
能

生
塾
一種

仏

清
浄
身
・此

〓
一種

身

人
天

福
田
　
等
ξ
。

（九
一一一七
）

と
経
文
を
以
て
答
釈
に
替
へ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
文
は
、
妙
法
蓮
華
経
は
諸
仏
を
出
生
す
る
種
子
で
あ
り
、
我
等
凡
夫
は
、
我
と
知
ら
ざ

れ
ど
も
、
法
華
経
を
持
つ
と
き
、
自
然
に
仏
眼
を
具
す
る
の
で
あ
る
。
門
祖
は
こ
の
箇
所
に
対
し
て
、

「
普
賢
経
ノ
文
は
、　
一
念
三
千
ヲ

以
テ
諸
仏
ノ
種
子
卜
為
ス
」
と
科
文
さ
れ
て
い
る
。
な
ほ
宗
祖
は
他
の
御
書
に
も
よ
く
此
の
文
を
引
か
れ
、
例
へ
ば
四
条
金
吾
が
釈
迦
仏

を
造
立
し
た
の
に
対
し
て

御
日
記
ノ中
二釈
迦
仏
の
木
像

一
体
等
子
。
開
眼
′事
普
賢
経
．．云
ク此
大
乗
経
典
ハ諸
仏
′宝
蔵
ナ
リ十
方
三
世
′諸
仏
′眼
ロ
ナリ等
ξ
。
又
云
ク

此
方
等
経

是
諸
仏

眼

り
諸
仏
因
一
是
．得
唖
り具
スコ．
五
眼
Ｌ
〓。
此
経
の
中
に
得
具
五
眼

ハ者

一
ス
肉
眼
ニ
ス
天
眼
三
ス
慧
眼
四
．ハ法
眼

―- 12-―



五
　
仏
眼
也
。
此
五
眼
を
ば
法
華
経
を
持
つ
者
は
自
然
に
相
具
し
候
。
警

へ
ば
王
位
に
つ
ぐ
人
は
自
然
に
国
の
し
た
が
う
が
ご
と
し
。

大
海
の
主
と
な
る
者
の
自
然
に
魚
を
得
る
に
似
た
り
。
華
厳
阿
合
方
等
般
若
大
日
経
等
に
は
五
眼
の
名
は
あ
り
と
い
へ
ど

も

其

義

な

し
。
今
の
法
華
経
に
は
名
も
あ
り
義
も
備
ハリ
て
候
、
設
ひ
名
は
な
け
れ
ど
も
必
ズ
其
義
あ
り
。
三
身
′
事
、
並
日
賢
経
二云
ク
仏
三
種
′
身
ハ従
］

方
等
一生

是

大
法
印

印
一
涅
槃
海
一如
け
是

海
中

り
能

生
ゴ
ニ
種

仏

清
浄

身
一此

一二
種
身

人
天

福
田
．シ
ぽ
供

中

最ナ
リξ
。
´
こ

の
五
眼
三
身
の
法
門
は
法
華
経
よ
り
外
に
全
く
候
は
ず
。
故
に
天
台
大
師
′
云
夕
仏
於
一
三
世
一等
ク
有
ゴ
一身
一於
二
諸
教
ノ中
一秘
¨
テ
之
フ
不
レ

伝
子
。
此
釈
の
中
に
於
諸
教
中
と
か
か
れ
て
候
は
華
厳
方
等
般
若
の
み
な
ら
ず
法
華
経
よ
り
外
の

一
切
経
な
り
。
秘
之
不
伝
と
か
か
れ

て
候
は
法
華
経
の
寿
量
品
よ
り
外
の

一
切
経
に
は
教
主
釈
尊
秘
て
説
き
給
は
ず
と
な
り
。

（四
条
金
吾
釈
迦
仏
供
養
事
一
四
四
四
）

等
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
御
消
息
を
拝
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
本
尊
抄
の
御
文
の
意
が

一
層
明
瞭
と
な
る
と
思
は
れ
る
の
で
、
長
文
で

は
あ
る
が
引
く
こ
と
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
大
乗
経
の
妙
法
蓮
華
経
は
諸
仏
出
生
の
宝
蔵
で
あ
り
眼
目
で
あ
り
、
是
の
経
を
持
つ
者
は
、
自
然
に
仏
眼
を
具
し

て
仏
子
と
な
る
と
い
う
。
し
か
ら
ば
、
釈
尊

一
代
所
説
の
経
々
の
中
に
於
て
、
い
づ
れ
の
経
に
、
二
五
の
遠
化
を
明
し
、
本
有
の
三
因
た

る
仏
種
子
を
含
蔵
す
る
や
と
い
う
に
、
そ
の
経
は
法
華
経
に
限
る
の
で
あ
り
、
顕
密
大
小
華
厳
真
言
等
の
諸
宗
所
依
の
経
は
、
悉
く
仏
種

子
を
持
た
な
い
敗
種
の
経
で
あ
る
と
す
る
。

か
く
説
き
来

っ
て
、
法
華
経
に
説
か
れ
る

一
念
三
千
の
み
が
我
等
衆
生
の
成
仏
の
種
子
で
あ
り
、
木
絵
二
像
の
本
尊
開
眼
の
種
子
な
る

こ
と
を
結
論
さ
れ
る
。

以
上
段
々
に

一
念
三
千
が
衆
生
成
仏
の
種
子
で
あ
り
、
法
華
経
の
み
が
こ
の

一
念
三
千
の
玉
を
い
だ
く
と
こ
ろ
の
経
な
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
し
か
ら
ば
、
生
仏
互
具
、
衆
生
具
仏
界
の
前
来
よ
り
の
大
難
間
の
会
通
如
何
と
な
れ
ば
、
妙
法
蓮
華
経
の

五
字
を
受
持
す
る
こ
と
が
、
我
等
凡
夫
の
己
心
に
仏
界
釈
尊
を
具
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
生
仏
互
具
の
義
が
満

宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義
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宗
祖
に
於
け
る

「
観
心
」
の
意
義

足
す
る
の
で
あ
り
、
釈
尊
等
の
大
難
問
が
会
通
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
今
そ
の
文
を
出
せ
ば
先
づ
、

雖
【
未
″
得
ン
修
二
行
ス
ル３
六
波
羅
蜜
ｒ
ハ
波
羅
蜜
自
然
二在
前
は

と
い
う
無
量
義
経
の
文
を
引
い
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
て
こ
の
経
文
こ
ま
、

善
男
子
第
七
．是
経

不
思
議

功
徳
カ

ハ者
　
若

善
男
子
善
女
人
於
一
仏

在
世
若

滅
度

後
一得
け
聞
ニ
フ
是

経
・歓
喜

信
楽

生
”
希
有

心
一
受
持
シ
読
誦
シ
書
写
シ
解
説
シ
如
″
説
′
修
行
シ
発
一菩
提
心
一起
一
諸
′
善
根
一
興
一
大
悲
′
意
一
欲
写
度
一
ン

・
卜
　
切
′苦
悩
′衆
生
一雖
レ未
″
得
レ
修

行
二
　
六
波
羅
蜜
Ｌ
ス。

と
い
う
前
文
が
あ
り
、
六
波
羅
密
が
自
然
に
在
前
す
る
前
提
に
は
、
是
の
経
を
聞
く
こ
と
を
得
て
歓
喜
信
楽
し
菩
提
心
を
発
し
て
大
慈
悲

心
に
住
し
、　
一
切
苦
悩
の
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
し
て
正
法
を
弘
通
す
る
菩
薩
行
が
あ

っ
て
こ
そ
可
能
な
の
で
あ
る
。
正
に
宗
祖
御
自
身
に

符
合
す
る
経
文
と
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
門
祖
は
こ
の
箇
所
に

「
初
心
行
者
ノ
信
心
ハ
自
在
ノ
観
行
ナ
ル
コ
ト
ヲ
示
ス
」
と
科
文
さ

れ
て
い
る
。

さ
て
こ
の
六
波
羅
蜜
の
自
然
に
在
前
す
る
た
め
に
信
ぜ
ら
れ
る
べ
き
経
と
は
如
何
な
る
経
か
と
言
う
に
、
こ
れ
実
に

「
妙
法
蓮
華
経
」

の
五
字
な
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
何
故
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
六
波
羅
蜜
が
在
前
し
、
我
等
凡
夫
が
即
釈
尊
と
等
し
く
な
る

か
と
言
う
に
、
そ
れ
は
妙
法
蓮
華
経
が
具
足
の
法
な
る
故
で
あ
る
。
こ
の
具
足
即
ち
総
在
の
義
を
示
さ
ん
と
し
て
、
経

・
論

・
釈
を
引
い

て
、
語
源
と
語
義
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

法
華
経

云

欲
ン
聞
二
具
足

道
一等
ξ
。　
涅
槃
経

云

薩
　
者
名
二
具
足
“等
一ギ
０
竜
樹
菩
薩

云

薩
　
者
六
也
等
ξ
。
元
依
元
得
大
乗

ニ
　
　
タ
　
　
ト

ハ
　
　
　
　
ン
テ
　
　
フ
　
　
ト
　
　
ノ
　
　
ニ
ハ
　
　
テ
　
　
フ
　
　
ス
　
　
　
　
ノ
　
　
ト

　

　

　

　

　

　

　

′
　
　
ニ
　
　
タ
　
　
ト

ハ
　
　
　
　
ジ
テ
　
　
ス
　
　
　
　
ト

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ノ
　
　
ク

四
論
玄
義
記

云

沙
　
者
訳
　
一ム
レ六

胡

法
　
以
上
ハ
為
二具
足

義
一也
。
吉
蔵

疏

云

沙
　
者
醜
　
為
二具
足
Ｌ

天
台
大
師

云

薩
ト
ハ者
梵
語
也
此
ス
翻
暉
妙
卜等
ξ
。

の
文
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
文
に
門
祖
は

「惣
名
事
具
三
千
ノ
法
体
ヲ
明
ス
」
と
科
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
経

・
論

・
釈
は
、
開
目
抄
に
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お
い
て
既
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
抄
で
は
簡
潔
に
し
て
再
び
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
文
は
、
門
祖
が
御
指
南
さ
れ
た
如

く
、
惣
名
事
具
三
千
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
法
体
の
意
義
を
説
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
し
か
ら
ば
何
を
具
足
し
て
い
る
の
か
と
言

へ
ば
、
宗
祖
が
始
め
て
自
ら
の
会
通
を
加

へ
ら
れ
、

私

加
二
会
通
・如
ン
嶺
二
本
文
・。
雖
ン
面

文

心

者
釈
尊

因
行
果
徳

一
一法

妙
法
蓮
華
経

五
字

具
足

。

（九
三
九
）

と
仰
せ
ら
れ
、
始
め
て
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
は
、
釈
尊
の
述

・
本
の
因
行
と
果
徳
の
全
体
を
総
持
具
足
せ
る
大
法
な
る
こ
と
を
明
示
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
教
主
釈
尊
が
妙
法
蓮
華
経
を
説
か
れ
た
こ
と
は
、
自
ら
の
因
行
果
徳
を
悉
く
具
足
せ
じ
る
た
め
で
あ

っ
て
、
こ
の

五
字
は
、
単
な
る
文
字
、
乃
至
、
経
題
で
は
な
い
。
宗
祖
が
こ
の
五
字
の
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
開
目
抄
に
お
い
て
は
既
に
、
善
無

畏
三
蔵
の
法
華
経
の
肝
心
真
言
の
文
を
引
き
、

妙
法
蓮
華
経
と
申
す
は
漢
語
也
月
氏
に
は
薩
達
磨
分
陀
利
伽
蘇
多
攪
と
申
ス
。
曇
誤
三
曼
陀
没
駄
南

観
隣
普
時

に
期
阿
阿
暗
悪
醐
絲

薩

縛
勃
陀

什
切
根
攘

知
娑
乞
萄
砒
耶

見
識
識
曇
三
娑
縛

蜘
慌
羅
乞
叉
禰

緋
撻
薩
哩
達
摩

肛
法
浮
陀
哩
迦

軸
蓮
蘇
駄
覧

経
惹

入
咋

遍

鋭

住
発

轍
縛
日
羅

腱
羅
乞
叉
輪

勧
咋

鯉
融
相
娑
婆
訂

厳
敵
此
真
言
は
南
天
竺
の
鉄
塔
の
中
の
法
華
経
の
肝
心
の
真
言
也
。
（七
公
こ

等
と
仰
せ
ら
れ
、
妙
法
五
字
を
、
法
華
経
の
肝
心
の
真
言
の
語
源
の
上
か
ら
し
て
、
そ
の
深
義
を
説
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
更
に
そ

の
意
味
を
詳
説
さ
れ
、

妙
　
者
具
足
六
　
者
六
度
満
行
。
諸
の
菩
薩

六
度
万
行
を
具
足
す
る
や
う
を
き
か
ん
と
を
も
う
。
具
　
者
十
界
互
具
足
と
申

は

一
界

に
十
界
あ
れ
ば
当
位
に
余
界
あ
り
満
足
の
義
な
り
。
（七
八
一こ

と
言

っ
て
妙
の
字
義
を
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
妙
法
五
字
は
単
に
経
文
の
題
名
で
は
な
く
、
深
義
を
蔵
す
る
語
言
陀
羅
尼
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
仏
陀
の
菩
薩
行
た
る
六
度
万

行
の
功
徳
を
具
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
を
更
に
懇
説
さ
れ
、

宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義

―- 15-



宗
祖
に
於
け
る

「
観
心
」
の
意
義

此
の
妙
の
珠
は
昔
釈
迦
如
来
の
檀
波
羅
蜜
と
申
て
身
を
う
え
た
る
虎
に
飼
ひ
し
功
徳
。
鳩
に
貿
し
功
徳
。
戸
羅
婆
羅
蜜
と
申
て
須
陀
摩

王
と
し
て
虚
言
せ
ざ
り
し
功
徳
等
。
忍
辱
仙
人
と
し
て
歌
梨
王
に
身
を
ま
か
せ
し
功
徳
。
能
施
太
子
尚
閣
梨
仙
人
等
の
六
度
の
功
徳
を

妙
の

一
字
に
を
さ
め
給
て
。
末
代
悪
世
の
我
等
衆
生
に

一
善
も
修
せ
ざ
れ
ど
も
六
度
万
行
を
満
足
す
る
功
徳
を
あ
た
へ
給

。
（日
妙
聖
人

御
書
八
六
二
）

等
と
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
六
度
万
行
の
功
徳
を
能
持
す
る
妙
法
五
字
は
、
単
な
る
仮
の
名
で
は
な
く

「
体
」
を
摂
持
す

る

「
総
名
」
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
、

所
詮
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
ば
、
当
時
の
人
は
名
と
思
え
り
。
さ
に
て
は
候
わ
ず
。
体
な
り
、
体
と
は
心
に
て
候
。
章
安
云
く
、
蓋

し
序
王
と
は
経
の
玄
意
を
叙
す
、
玄
意
は
文
の
心
を
述
ぶ
、
と
。
此
釈
の
心
は
妙
法
蓮
華
経
と
申
は
、
文
に
あ
ら
ず
義
に
あ
ら
ず
、　
一

経
の
心
な
り
と
釈
せ
ら
れ
て
候
。

（曽
谷
入
殿
御
返
事
〓
ハ
五
六
）

妙
法
蓮
華
経
と
申
す
は
総
名
な
り
。
二
十
八
品
は
別
名
な
り
。
月
氏
と
申
す
は
総
名
な
り
。
別
し
て
は
五
天
竺
之
れ
有
り
。
日
本
と
申

す
は
総
名
な
り
、
別
し
て
は
六
十
余
州
之
れ
有
り
。

（四
条
書
八
九
八
）

等
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
本
尊
抄
に
於
い
て
は
、
我
等
凡
夫
が
、
具
し
難
い
釈
尊
を
、
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
妙
法
蓮
華
経
体
内
の

具
徳
と
し
て
こ
れ
を
知
ら
ず
量
ら
ず
の
中
に
、
自
然
に
我
等
の
上
に
具
備
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
を
宗
祖
は
、

釈
尊

因
行
果
徳

一
一法

妙
法
蓮
華
経

五
字

具
足

。
我
等
受
持
二
　

此

五
字
・。
自
然

譲
二
与

　

彼

因
果

功
徳
一。

と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
我
等
凡
夫
は
、
尊
貴
無
上
、
広
大
至
高
の
釈
尊
の
徳
を
、
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
に
譲
与
さ
れ
て
、
知

ら
ざ
る
に
自
宝
と
な
る
。
か
く
て
自
宝
と
な

っ
て
振
り
返

っ
て
見
る
と
、
我
が
己
心
に
釈
尊
を
見
、
総
じ
て
十
法
界
を
見
る
こ
と
を
得
る
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の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が

「
釈
尊
等
の
大
難
問
」
に
対
す
る
答
で
あ
り
、
宗
祖
が
当
身
の
大
事
と
仰
せ
ら
れ
た
末
法
相
応
の
観
心
の
意
味
な

の
で
あ
る
。

よ
っ
て
本
尊
抄
の
観
心
と
は
、
行
者
自
身
の
人
智
で
以

っ
て
自
具
の
十
界
を
観
照
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
釈
尊
の
因
行
果
徳
を
摂
持
せ

る
妙
法
五
字
を
受
持
す
る

「
信
心
」
を
称
し
て
観
心
と
言
は
れ
た
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

四

以
上
本
尊
抄
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
、
我
等
衆
生
と
釈
尊
と
の
互
具
の
関
係
、
並
び
に
、
我
等
の
観
心
の
内
容
を
見
て
来
た
の
で
あ
る

が
、
こ
ゝ
に
一
つ
の
論
理
上
の
疑
間
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
と
言
う
の
は
、
当
抄
に
於
い
て
は
、
当
初
よ
り

一
念
三
千
義
を
説
き
来
り
、
我
等

衆
生
は
悉
く

一
念
三
千
の
理
に
よ
る
と
き
は
、
既
に
釈
尊
を
本
来
具
足
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
五
字
の
受
持
に
よ
っ
て
譲
与

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
具
足
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、　
一
念
三
千
義
が
成
立
し
な
い
が
如
く
で
あ
る
。
こ
の
会
通

を
ど
う
す
る
か
。
私
が
当
抄
を
拝
読
し
て
こ
の
点
が
論
理
上
に
不
整
合
の
感
を
拭
い
去
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し

か
し
よ
く
考
へ
て
見
る
と
、
こ
の
こ
と
が
、
最
初
に
言
う
如
く
、
宗
祖
の
教
学
は
、
単
に
教
理
理
論
に
終
始
す
る
純
理
論
で
は
な
く
、
現

実
の
我
等
末
代
の
凡
夫
が
如
何
に
し
て
我
が
己
心
に
釈
尊
を
具
す
る
か
と
い
う
信
の
教
学
論
理
な
る
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
今

一
度
当
抄
の
論
理
の
運
び
を
拝
見
す
る
に
、先
づ

一
念
三
千
の
出
処
を
示
し
、生
仏
は
互
具
に
し
て

一
念
三
千
の
理
に
よ
る
存

在
な
る
旨
を
示
す
。
し
か
し
こ
の
一
念
三
千
義
は
、
我
等
凡
夫
に
あ
っ
て
は
到
底
信
じ
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

故
は
、
宗
祖
の
凡
夫
観
が
、　
一
念
三
千
の
慧
解
を

一
分
も
有
し
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
言
へ
る
。
こ
の
よ
う
な
凡
夫
観
に

立
つ
以
上
、
末
法
の
我
等
は
己
心
に
仏
界
を
具
し
て
い
る
こ
と
を
信
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
理
と
し
て
は
互
具
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

現
実
に
は
仏
界
を
認
知
し
難
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
凡
夫
で
あ
る
以
上
、
か
ヽ
る
我
等
が
仏
徳
を
具
す
る
に
は
、
や
は
り
譲
与
さ
れ

宗
祖
に
於
け
る
「観
心
」
の
意
義
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宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
理
と
し
て
は
互
具
し
て
い
る
と
雖
も
現
実
に
譲
与
さ
れ
な
け
れ
ば
互
具
し
な
い
の
に
等
し
い
。
こ
の
点
に
つ

い
て
門
祖
が
触
れ
ら
れ
て
、

我
等
が
凡
夫
現
量
の
前
に
生
仏
互
具
せ
ず
と
云
ふ
こ
と
、
元
よ
り
十
界
の
差
相
宛
然
と
し
て
而
も
互
具
す
る
を
、
仏
果
は
己
に
満
じ
極

め
て
之
を
知
り
初
地
、
初
住
は
分
に
之
を
知
る
。
凡
夫
は
理
具
ま
で
な
り
、
何
ぞ
凡
夫
の
妄
見
を
以
て
覚
悟
の
事
具
を
押

ふ

べ
け

ん

ゃ
。

（宗
要
集
五
巻
七
）

と
仰
せ
ら
れ
、　
一
念
三
千
を
極
成
す
る
の
は
仏
果
に
限
り
、
凡
夫
は
理
具
に
と
ゞ
ま
る
の
み
で
、
我
等
凡
夫
現
量
の
前
に
は
、
生
仏
は
互

具
せ
ず
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
理
即
の
凡
夫
が
仏
徳
を
具

へ
、
仏
と
互
具
す
る
た
め
に
は
、
仏
の
子
と
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
菩
薩
の
子
と
な

る
こ
と
は
、
諸
仏
の
眼
目
で
あ
り
、
如
来
の
種
で
あ
る
妙
法
五
字
を
、
受
持
信
行
し
て
若
し
は

一
転
二
転
乃
至
元
量
元
数
転
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
即
ち
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
と
き
、
我
等
は
本
仏
釈
尊
と
互
具
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
よ
り
言

へ
ば
信
具

・
信
得
の

一
念

三
千
と
言
う
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ
の

一
念
三
千
の
理
と
事
、
種
子
に
於
け
る
性
得
、
修
得
、
下
種
に
於
け
る
仏
種
と
乗
種
の
関
係
等
に
つ

い
て
、
株
橋
教
授
が
本
宗
独
自
の
最
重
要
法
門
と
し
て
詳
説

翁
観
心
本
尊
砂
講
義
上
巻

一
八
四
ｏ
五
〇
六
上
全
一九
し

さ
れ
て
い
る
。
以

っ
て

指
南
と
す
べ
き
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
宗
祖
に
於
け
る
生
仏
互
具
の
条
件
は
妙
法
受
持
に
あ
る
。
即
ち
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
と
き
、
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
功
徳

の
全
体
を
受
得
し
て
我
等
は
釈
尊
と
等
し
く
な
り
、
妙
覚
の
釈
尊
は
我
等
の
血
肉
と
な
る
。
我
等
己
心
の
釈
尊
は
五
百
塵
点

の
仏

で
あ

り
、
我
本
行
菩
薩
道
の
菩
薩
行
は
、
我
等
己
心
の
釈
尊
の
菩
提
行

（御
真
蹟
で
は
菩
提
と
あ
り
小
さ
く
薩
の
字
が
加
・る
り
れ
て
い
る
）
に
他
な
ら

な
い
。
即
ち
地
涌
千
界
の
菩
薩
は
、
我
等
が
己
心
の
釈
尊
の
替
属
で
あ
る
。
地
涌
の
菩
薩
は
、
高
貴
の
大
菩
薩
で
あ
り
、
我
等
は
名
字
の

凡
夫
で
あ
る
が
、
我
等
は
妙
法
信
受
の
仏
子
た
る
に
よ
っ
て
、
こ
の
大
菩
薩
も
我
等
の
替
属
で
あ
る
。
讐

へ
ば
我
等
は
幼
き

成

王

の
如
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く
、
又
仁
徳
王
子
の
如
く
、
幼
稚
た
り
と
雖
も
大
王
で
あ
り
、
四
大
菩
薩
は
幼
帝
輔
弼
の
臣
下
た
る
理
が
成
立
す
る
。
よ

っ
て
妙
楽
大
師

は
、
妙
法
受
持
の
信
得
互
具
の
相
を
釈
し
て
、

当
レ
知

身
土

一
念

〓
一千
　
故

成
道

時
称
二
之

本
理
Ｌ

身

一
念
遍
二
於
法
界
一。
　

（九
三
九
）

と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
理
具
の
凡
夫
が
、
妙
法
五
字
を
信
受
す
る
と
き
、　
一
身

一
念
が
法
界
に
遍
し
て
生
仏
互
具
の
義

を

成

ず

る
。
こ
れ
を
門
祖
は
、

此
の

一
念
三
千
も
我
等

一
分
の
慧
解
も
な
き
故
に
三
千
を
以
て
五
字
に
裏
ん
で
唯
信
行
を
以
て
五
字
を
唱
ふ
れ
ば
信
力
経
力
の
故
に
自

然
に
覚

へ
ず
量
ら
ず

一
身

一
念
遍
於
法
界
し
て
我
等
と
釈
尊
上
行
と
同
体

一
身
に
し
て
我
等
本
仏
と
成
る
な
り
。
（弘
経
抄
八
巻
三
八
〇
）

と
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
尊
抄
に
於
け
る
生
仏
互
具
の
義
に
つ
い
て
、
理
に
於
い
て
は
十
界
互
具
で
あ
る
が
、
我
等
凡
夫
に
あ

っ
て
は
、
こ
の
生
仏
互

具
は
難
信
難
解
で
あ
り
、
た
ゞ
妙
法
五
字
を
信
ず
る
者
の
己
心
に
於
い
て
の
み
、
生
仏
は
互
具
す
る
。
た
ゞ
し
、
妙
法
を
聞
か
ざ
る
法
華

不
信
の
者
に
あ

っ
て
は
、
生
仏
は
互
具
し
な
い
。
こ
の
考
方
は
、
当
体
義
抄
に
も
明
示
さ
れ
て
お
り
、

問

妙
法
蓮
華
経

ハ者
其
体
何
物

ャ
乎
。
答

十
界

依
正
即
妙
法
蓮
華
之
当
体
也
。
問

若
爾

バ
者
如
一
我
等
・ガ
一
切
衆
生

妙
法

全
体
也

可
Ｌ
ム
　
欺
。
答

勿
論
也
。

（九
八
八
）

と
し
て
、　
一
往
我
等
も
妙
法
の
全
体
な
り
と
し
乍
ら
も
、
信
と
不
信
を
分
別
し
て
、

間
フ
一
切
衆
生
皆
悉
ク妙
法
蓮
華
経
ノ当
体
ナ
ラバ
者
如
一
我
等
っ
愚
疾
闇
鈍
′
凡
夫
モ
即
妙
法
′当
体
也
乎
。
答
フ当
世
′諸
人
雖
【
多
レシト
之
不
ン
出
一

二
人
一
謂
ル権
教
ノ
人
実
教
ノ
人
也
。
而
モ信
電
権
教
方
便
′
念
仏
一
人
ハ不
ン
可
レ
云
ち
妙
法
蓮
華
経
ノ当
体
∵
　
信
考
実
教
′法
華
経
一
人
ハ即
当

体
′
蓮
華
真
如
′妙
体
也
。

（九
九
〇
）

と
言
い
、
実
教
の
法
華
経
を
信
ず
る
者
に
限
り
て
当
体
蓮
華
の
義
が
成
立
す

る
旨
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
真
実
の
当

体
蓮
華
と

宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義
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宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義

は
、
所
詮
妙
法
蓮
華
経

当
体
　
者
信
二
法
華
経
一日
蓮

弟
子
檀
那
等

父
母
所
生

肉
身
是
也
。

（九
九

こ

本
門
寿
量

当
体
蓮
華

仏
　
者
日
蓮

弟
子
檀
那
等

中

事
也
。

（同
）

と
仰
せ
ら
れ
、
法
華
経
を
信
ず
る
日
蓮
並
に
弟
子
檀
那
の
み
が
当
体
蓮
華
の
仏
で
あ
り
、
権
教
を
信
ず
る
人
達
は
当
体
蓮
華
に
非
ず
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
、
本
尊
抄
の
生
仏
互
具
の
論
理
と
基
を

一
に
す
る
も
の
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

尚
お
、
宗
祖
が
妙
法
五
字
を
強
調
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
宗
祖
の
成
仏
論
が
、
単
に
仏
性
を
覚
悟
す
る
と
言
う

一
般
仏
教
的
成
仏
論
で
は

な
く
、
種

・
熟

・
脱
を
以
て
論
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
本
尊
抄
で
は

「
大
通
下
種
」

「
久
遠
下
種
」
を
挙
げ
ら
れ
、
本
門

も

一
往
こ
れ
を
見
れ
ば
久
遠
を
下
種
と
し
、
大
通
前
四
味
述
門
を
熟
と
し
、
本
門
に
至

っ
て
等
妙
に
登
ら
し
む
る
を
脱
と
す
る
。
し
か
し

こ
れ
は

一
往
通
途
の
義
で
あ

っ
て
、
末
法
の
為
の
本
門
と
は
な
り
得
な
い
。
再
往
見
れ
ば
本
門
は
序
正
流
通
倶
に
末
法
下
種
を
説
く
の
で

あ
り
、
そ
の
下
種
の
教
法
と
は

一
念
三
千
の
仏
種
を
具
足
し
、
八
品
を
説
い
て
上
行
に
付
属
す
る
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
他
な
ら
な
い
。

宗
祖
は
こ
の
種

・
熟

・
脱
の
三
益
論
に
立
脚
し
て
華
厳
真
言
等
の
宗
を
破
し
、
大
日

・
金
剛
頂
経
等
に
は
、
近
因
近
果
を
説
く
と
雖
も
、

遠
因
遠
果
た
る
三
五
の
遠
化
を
説
か
な
い
、
よ
っ
て
本
有
の
三
因

・
仏
の
種
子
が
明
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
法
は
甚
深
と
称
す
れ
ど
も

種
熟
脱
を
論
ぜ
ず
、
故
に
仏
種
の
教
と
は
な
り
得
な
い
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
華
厳
真
言
等
の
諸
師
に
対
し
て

元
一
過
去
ノ
下
種
結
縁
・者
′執
〓
著
ス
ル権
小
一者
ハ設
ヒ奉
¨
ド
モ値
一法
華
経
一不
ン
出
キ
小
権
ノ見
一以
一
自
見
一為
一
正
義
一
故
二還
テ以
一
法
華
経
一或
ハ

同
二
小
乗
経
一或

同
二
花
厳
大
日
経
等
一或

下
レ
之

此
等

諸
師

劣
ン
自
二
儒
家
外
道

賢
聖
一者
也

（九
二
一こ

と
仰
せ
ら
れ
、
執
権
の
者
は
過
去
の
下
種
結
縁
の
無
い
者
で
、
儒

・
外
の
賢
聖
よ
り
も
劣
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
宗
祖
の
成
仏
論

で
あ
る
。
故
に
妙
法
の
持
者
に
対
し
て
は
、

問

汝

弟
子
無
ニ
テ
一
分

解
一但

一
口
称
ｔ
南
無
妙
法
蓮
華
経
一其

位
如
何
。
答

此

人

但
非
¨
超
二
過

ノ
ｉ
四
味
三
教

極

位

並

二面

一劇

円
人
一将

又
勝
二
出

　

真
言
等

諸
宗

元
祖
畏

厳

恩

蔵

宣

摩

導
等
・百
千
万
億
倍
也
。

（四
信
五
品
抄

一
五
四

し
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と
述
べ
て
、
名
字
即
の
凡
人
が
、
仏
子
な
る
故
に
、
諸
宗
の
元
祖
に
勝
る
べ
き
こ
と
を
示
し
、
又
、
諸
仏

ｏ
菩
薩
に
も
秀
ず
る
こ
と
を
説

い
て
、

い
ま
だ
十
界
互
具
百
界
千
如
三
千
世
間
の
妙
覚
の
功
徳
を
ば
き
か
ず
。
そ
の
詮
を
説
ざ
れ
ば
法
華
経
よ
り
外
は
理
即
の
凡
夫
也
。
彼
の

経
経
の
仏
菩
薩
は
い
ま
だ
法
華
経
の
名
字
即
に
も
及
ば
ず
。
何
二況
ャ題
目
を
も
唱
へ
ざ
れ
ば
観
行
即
に
い
た
る
べ
し
や
。

（曽
谷
入
道
殿

御
返
事
一
六
五
四
）

と
仰
せ
ら
れ
て
、
名
字
即
の
凡
夫
が
、
法
華
以
前
の
仏

・
菩
薩
に
超
勝
す
べ
き
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
仏

・
菩
薩

に
対
し
て
、
我
等
凡
夫
が
勝
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
、　
一
見
逆
説
的
で
あ
る
が
、
し
か
し
持
つ
と
こ
ろ
の
御
経
が
仏
種
の
経

な

る
故

に
、
能
く
持
つ
人
は
諸
人
に
勝
れ
て
仏
子
と
な
る
。
仏
子
は
即
ち
天
子

・
大
竜
の
始
て
生
れ
た
る
が
如
く
で
あ
る
か
ら
、
蔑
如
す
べ
か
ら

ず
と
い
う
。
こ
れ
が
宗
祖
の

一
貫
す
る
信
念
で
あ
り
、
そ
の
成
仏
論
な
の
で
あ
る
。

五

以
上
、
本
尊
抄
に
於
け
る
生
仏
互
具
の
論
理
を
概
観
し
た
の
で
あ
る
が
、
今

一
度
そ
の
論
旨
に
つ
い
て

一
言
す
れ
ば
、
巻
頭
よ
り

「
以

此
等
現
証
可
信
也
」
ま
で
は
、　
一
念
三
千
の
原
理
即
ち
我
等
凡
夫
が
成
仏
を
遂
ぐ
べ
き
可
能
性
を
説
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

「
問
日
教

主
釈
」
よ
り
は
、
こ
の
可
能
性
を
我
等
凡
夫
の
己
心
の
上
に
顕
現
し
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
を
説
顕
さ
れ
た
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

即
ち
可
能
性
を
理
と
す
れ
ば
、
己
心
顕
成
は
事
で
あ
ろ
う
。

こ
の
事
と
言
う
考
え
方
は
、
宗
祖
の
宗
教
的
性
格
の
根
底
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
信
仰
的
態
度
が
当
抄
の
表
現
上
に
も
用
い
ら
れ

て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
今
ち
な
み
に
他
の
箇
所
よ
り
事
の
表
現
を
少
し
く
引
用
し
て
み
よ
う
。
先
づ
そ
の
宗
教
的
態
度
と
し
て

■よ
、

宗
祖
に
於
け
る

「
観
心
」
の
意
義
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宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義

日
蓮
仏
法
を
こ
ゝ
ろ
み
る
に
道
理
と
証
文
と
に
は
す
ぎ
ず
、
又
道
理
証
文
よ
り
も
現
証
に
は
す
ぎ
ず
。　
３
〓
一蔵
祈
雨
事
〓
一五
五
）

と
仰
せ
ら
れ
て
現
証
を
重
視
さ
れ
て
い
る
。
又
、

余
に
三
度
の
か
う
み
よ
う
あ
り
、　
乃
至
、

此
の
三
ッ
の
大
事
は
日
蓮
ガ
申
し
た
る
に
あ
ら
ず
。
只
偏
に
釈
迦
如
来
の
御
神
我
身
に
入
り
か

わ
ら
せ
給
ヒけ
る
に
や
、
我
ヵ
身
な
が
ら
も
悦
び
身
に
あ
ま
る
。
法
華
経
の

一
念
三
千
と
申
ス法
門
こ
れ
な
り
。

（撰
時
抄
〓
一四
一
じ

と
仰
せ
ら
れ
、　
一
念
三
千
を
理
論
と
し
て
受
け
取
る
の
み
で
な
く
、
現
実
の
宗
教
実
践
そ
の
も
の
の
上
に
感
得
し
て
お
ら
れ

る

の

で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
成
仏
論
に
於
い
て
も
言
へ
る
こ
と
で
あ
り
、
即
ち
、

寿
量
品
の
自
我
掲

云

一
心
欲
見
仏
不
自
惜
身
命
云
々
。
日
蓮
が
己
心
の
仏
界
を
此
文
に
依
て
顕
す
也
。
　

（義
浄
房
御
書
九
六
五
）

と
仰
せ
ら
れ
、
宗
祖
は
不
惜
身
命
の
折
伏
弘
通
に
よ

っ
て
自
ら
の
仏
界
を
顕
現
す
る
の
で
あ
る
と
言
は
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
又
弟
子

達
に
対
し
て
も
要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
開
目
抄
で
は
涅
槃
経
の
貧
女
の
讐
を
引
か
れ
た
後
、

日
蓮
並

我
弟
子
諸
難
あ
り
と
も
疑

心
な
く
ば
自
然
に
仏
界
に
い
た
る
べ
し
。

（八
一
九
）

と
仰
せ
ら
れ
、
不
退
の
忍
難
信
心
こ
そ
が
仏
界
に
到
る
道
と
さ
れ
て
い
る
。
又
成
仏
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

一
滞
あ
つ
ま
り
て
大
海
と
な
る
微
塵
つ
も
り
て
須
弥
山
と
な
れ
り
。
日
蓮
が
法
華
経
を
信

始

し
は
日
本
国
に
は

一
滞

一
徴
塵
の
ご
と

し
、
法
華
経
を
二
人
二
人
十
人
百
人
千
万
億
人
唱
え
伝
う
る
ほ
ど
な
ら
ば
、
妙
覚
の
須
弥
山
と
も
な
り
大
涅
槃
の
大
海
と
も

な

る

べ

し
。
仏
に
な
る
道
は
此
よ
り
ほ
か
に
又
も
と
む
る
事
な
か
れ
。
　

（撰
時
抄

〓
一四
一
し

等
と
仰
せ
ら
れ
、
仏
に
な
る
道
は
、
観
念
論
的
観
心
證
道
に
あ
る
の
で
は
な
く
、　
一
人
二
人
三
人
百
千
万
人
と
唱
へ
伝

へ
る
信
心
口
唱
に

あ
る
こ
と
を
道
破
さ
れ
て
い
る
。
以

っ
て
宗
祖
の
成
仏
義
の
意
味
を
知
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

尚
、
観
心
の
語
義
に
つ
い
て
、
宗
祖
は
当
抄
で
は

「
己
心
を
観
じ
て
十
法
界
を
観
る
」
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
決
し
て
凡
夫

の
智
を
以

っ
て
己
心
を
観
ず
る
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
前
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
祖
の
全
遺
文
を
通
じ
て
言

へ
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る
こ
と
は

「
観
心
」
と
は

「
信
心
」
の
こ
と
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
た
ゞ
本
尊
抄
に
於
い
て
の
み
特
に

「
観
心
」
の
語
を
用
い
て

お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
他
で
は

「
信
心
」
の
語
が
用
い
ら
れ
、
門
下
の
人
に
対
し
て
は
信
を
勧
め
て
お
ら
れ
る
。
た
ゞ
観
心
の
語
を

以
て
凡
夫
の
志
ざ
し
に
言
及
さ
れ
た

一
文
が
あ
る
の
で
、
左
に
引
用
す
る
と

た
ゞ
し
仏
に
な
り
候
事
は
凡
夫
は
志
ざ
し
と
申

文
字
を
心
へ
て
仏
に
な
り
候
な
り
。
志
ざ
し
と
申

は
な
に
事
ぞ
と
委
細
に
か
ん
が

ヘ

て
候

へ
ば
観
心
の
法
門
な
り
。
観
心
の
法
門
と
申

は
な
に
事
ぞ
と
た
づ
ね
候

へ
ば

一　
き

（著
）
て
候
衣
を
法
華
経
に
ま
い
ら
せ
て
候

が
身
の
か
わ
を
は
ぐ
に
て
候
ぞ
。
（事
理
供
養
御
書

続

〓
〓
Ｃ

の
語
が
あ
り
、
深
き
志
ざ
し
を
指
し
て
観
心
の
心
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
や
は
り
信
心
で
あ
り
、
特
に
供
養
と
い
う
志
ざ
し

の
実
行
を
称
し
て
観
心
と
称
さ
れ
て
い
る
。
宗
祖
の
観
心
義
に
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
の
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

次
に
当
抄
で
は
先
づ

「
観
心
本
尊
」
と
あ
り
、
直
ち
に

一
念
三
千
を
説
き
出
さ
れ
る
の
で
、
観
心
と
は

一
念
三
千
の
観
心
で
あ
る
と
思

い
、　
一
念
三
千
論
に
比
重
を
重
く
置
き
、
妙
法
五
字
の
重
大
性
を
見
失
い
勝
と
な
る
。
そ
の
結
果
妙
法
五
字
の
真
意
を
解
す
る
こ
と
が
出

来
ず
、
本
尊
抄
の
聖
意
に
惇
る
こ
と
に
な
る
で
あ
る
。
本
尊
抄
の
観
心
と
は
、
既
述
の
如
く
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

五
字
は
又
本
尊
の
正
体
で
も
あ
る
。
こ
の
本
尊
の
正
体
を
顕
説
さ
れ
た
の
が
本
尊
抄
に
他
な
ら
ず
、
し
た
が

っ
て
本
尊
抄
は

「
南
無
妙
法

蓮
華
経
」
の
七
字
五
字
を
説
い
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
の
五
字
七
字
を
受
持
し
、
広
く
事
に
行
ず
る
こ
と
が
即
ち
宗
祖
の
言
は
れ
る

観
心
の
意
義
な
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

実
は
私
は
、
今
回
の
小
論
作
成
に
当
り
、
私
な
り
に
本
尊
抄
を
繰
り
返
し
拝
読
し
、　
一
つ
の
疑
問
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、
何
度
も
何

度
も
拝
読
し
た
。
そ
し
て
私
な
り
の
解
答
を
得
た
次
第
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
結
論
と
し
て
言

へ
る
こ
と
は
、
宗
祖
は
観
心
義
を
説
か

れ
る
に
当
り
、
あ
く
ま
で
も
仏
は
仏
、
凡
夫
は
凡
夫
と
い
う
、
至

っ
て
人
間
的
感
情
の
上
に
立

っ
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
と
言
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
宗
祖
が
久
遠
釈
迦
仏
、
乃
至
十
界
の
聖
衆
を
、
現
実
に
実
存
す
る
実
在
者
と
し
て
深
く
崇
敬
し
て
お
ら
れ
た

宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義
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宗
祖
に
於
け
る

「観
心
」
の
意
義

と
言
う
こ
と
で
あ
り
、

「
妙
法
蓮
華
経
」
の
五
字
は
霊
山
に
於
い
て
本
師
釈
尊
よ
り
た
し
か
に
上
行
菩
薩

へ
付
属
さ
れ
た
大
法
で
あ
る
と

い
う
堅
い
信
仰
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
宗
祖
の
教
義
は
す
べ
て
か
ゝ
る
信
仰
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
小
稿
に
際
し
、
本
尊
抄
を
度
々
拝
読
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
、
何
よ
り
も
有
難
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
通
読
を
重
ね
た
の
み

で
、　
一
向
に
論
文
ら
し
い
も
の
と
は
な
ら
ず
、
懸
愧
の
至
り
で
あ
る
。
ち
な
み
に
引
用
の
頁
数
は
便
宜
の
た
め
霊
艮
閣
版

『
日
蓮
聖
人
御

遺
文
』

（縮
刷
御
遺
文
）
の
も
の
を
用
い
た
。
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